自尊・他尊感情の育成へ向けた授業方法― 大学におけるビジネスマナーの授業実践を通じて ― by 富岡 直美
富岡 直美：自尊・他尊感情の育成へ向けた授業方法 





― 大学におけるビジネスマナーの授業実践を通じて ― 
 
 
富 岡 直 美∗ 
 
  
The Strategies to Develop Student’s Self-esteem and Other-esteem: 
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3-1．授業の概要 
 授業は，2012～2014 年度の後期（ 9～ 1 月）に教養特別科目「ビジネスマナー」を選択科
目として実施した。1 回 90 分全 15 回で，2 単位を付与する。対象者は文系理系学部 3 年生以
上で，履修人数は，1 クラス 20～ 80 人程度とクラスにより変動がある。授業内で 4～ 6 名の
固定されたグループを編成し，15 回すべてをこのグループで受講してもらった。具体的な授業






に対処する課題が全 19 問用意されている（付録 2）。実施方法は表 1 の通りである。 
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 課題を行う方法とその効果は表 2 の通りである。 
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表 2 援助行動課題の詳細内容と学習者の体験・学び 





























































測して 自ら動く 心がけ」，「誠実さ 人のふり見て 我がふり見」など）を作り上げる体験
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付録１ 授業の流れ 



















3 身だしなみ 社会人（就職活動）に必要な身だしなみ 
あいさつ，姿勢，表情 敬語確認テスト 
4 言葉づかい 言語コミュニケーションにおける心得 
敬語の特徴と，基本の使い方を知る 敬語応用問題 






















9 電子メール 電子メールの書き方と注意点 
インバスケット問題集のメールでも対応練習 メール（実際に送信） 

















14 接遇 受付，案内，お茶出し，見送り  
15 まとめ 振り返り，まとめ，グループワーク（川柳作成）  
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付録 2 事例を用いた教材（インバスケット問題集）と教授内容の対応表 
教材 事例の内容 教授内容 
あなたなら 






























案件⑥メール パール航空から，名前（高橋隆志氏）のスペル確認 定型業務と資料作成 





案件⑨ 電話 書類（見積書）を ABC トラベル，川﨑様に送る 社外文書作成 






あなたならどうする４状況① タクシーを呼ぶ 立てるべき人を知る 
状況② タクシーに乗る 乗り物の席次 
状況③ 最寄り駅に到着 人に会うための心得 
状況④ 訪問先到着から受付まで 受付の仕方 
状況⑤ 訪問相手と面談 名刺交換 
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氏  名  
Ｑ１．そのとき，誰がどのような様子でしたか。 
 
Ｑ２．その人のために何をしましたか。具体的に書いてください。 
 
Ｑ３．なぜそれができたと思いますか。 
 
Ｑ４．一日一善をしてみた感想を書いてください。 
 
 
 
